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もう、悩まない！『石原健の HOTEL LOVERS』

後半はグローバルセールスの仕事をしてい
ました。1 社目は日本語ネイティブの人を
探していたこともありすぐ採用に至ったの
ですが、2 社目への転職活動時はことご
とく採用を断られました。職歴や専門性
が浅かったのと、永住権を持っていなかっ
たことが原因です。そんな中、私の「何
でもやります！」という意欲を買って採用し
てくれたのがシンガポール現地のホスピタリ
ティ企業でした。実は人事からはキャリア
的に私の採用は難しいという判断がされ
ていたそうですが、後の上司となる女性
が私のやる気を評価してくださり、採用に
至ったそうです。
　この企業では、チームを育てるために
必要なこと、採用においてもキャリアだけ
ではなく意欲を評価することが必要である
こと、そのためには常に私自身が“フラッ
ト＆オープン”なマインドが必要であること
を学び、今もなお、私のポリシーとして貫
いています。
石原　フラット＆オープンは言葉としては
理解していても、縦型の組織構造が今
もなお根強いホテル業界においては、な
かなか転換できないのが現実です。結
果的に人材不足という事態を引き起こし、
多くのホテルで直近の最大課題となって
います。
井上　新規オープンの lyf 銀座東京の
採用は私がすべて行ないましたが、シンガ
ポールのときに自身が経験したように、と
にかく前向きな意欲を持っていることを第
一に採用いたしました。キャリア云々では
なく、まずは意欲、そしてその意欲をより
仕事として伸ばしていけるような育成をす
ることに努めています。タイトルは支配人
を意味するチャンピオンですが、“絵梨さ
ん”という具合に皆、ファーストネームで呼

「Live Your Freedom」～あなたらしく自由に生きる～を求める人々に向けて理想的なコミュティスペースとステイを提
供しているのが、アスコットジャパン運営の「lyf（ライフ）」ブランドだ。今年 11 月 30 日、ついに東京・銀座エリア
に開業、福岡天神に続き国内 2 軒目となる。今回はキャリアップができる環境改革に挑み、ステキな GM を育てるこ
とをライフワークにしていきたいと語る井上絵梨チャンピオンに熱い思いをお聞きした。

びあっています。また情報開示も、一部
開示できないものもありますが、基本的に
オープンにしています。今の状況を共有
し、何かをするためには何が必要であり、
そのためにはどのくらいの費用が掛かるの
かなど、皆、経営者的な視点で物事を
組み立てられるようサポートしています。
　KPIとして月 4 回以上のイベント開催
を実施するため、空間・立地、雰囲気
を活かしたコミュニティの場をどのようにし
て組み立てていくかなど、フラットな環境
の中、皆で考えや意見を出し合い、進め
ております。

自分に合うホテルを見つけて、
人生エンジョイ！

石原　昔ながらの上司や強い経営者が
指揮していると、やりたくてもできないこと
や、意見を否定されるなど、権威でつぶ
されてしまうこともありますよね。
井上　私自身、日本に帰国後、某ホテ
ルに勤務していたとき、上司のパワハラ
に負けて、自分の意志でチームをリードす
ることができなかった経験があり、それが
きっかけで職場そのものに絶望を感じたこ
と、そして子育てなどライフステージのタイ
ミングもあり、ちょうど良いステップアップの
機会が到来したと思い転職いたしました。
今、5 歳の子どもがおりますが、仕事と
保育園の送り迎えなど、限られた時間の
中で東京の開業準備も進め、充実した
日々 を送っています。

　余談ですが、娘は生まれて間もないこ
ろから、いろいろなところへ旅に連れて行
き、私の職場が主催するイベントにも参加
していたので、かなりたくましく、元気に
毎日を過ごしております。私自身、クラシ
カルさとモダンさが融合されたホテルが大
好きで、幾つかの好きなホテルを起点とし
た旅をしています。それがストレス発散に
もつながっているようです。
石原　それは娘さんの将来が楽しみです
ね。最後に次世代に向けたメッセージとご
自身の今後のビジョンをお聞かせください。
井上　次世代を担うホテルマンに伝えた
いことは“ホテルは楽しい”“自分に合う
ホテルを見つけて、人生エンジョイしましょ
う！”ということです。また個人的にはスタッ
フの育成ができる環境を大きなカルチャー
として創り出していきたいということです。
私自身、今、“結婚してキャリアアップ”
に挑んでいます。結婚したら終わりではな
く、いつまでもキャリアを積み重ねながら
人生をエンジョイできる、そんな環境を作
り上げていきたいですね。そのためにも１
つのホテルではなく、広い地域をまとめら
れるような立場で仕事をし、チーム全体
が楽しいと心から思える、成長を実感で
きる場所をつくること、そしてステキな GM
を育てることをライフワークとしてやってい
きたいと思います。
石原　ぜひ、フラット＆オープンをベースに、
ホテル業は単なる装置産業ではなく、可能
性の宝庫であるクリエイティブ産業であるとい
う意識改革に挑戦してほしいと思います。
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『フラット＆オープン』をベースに
人生をエンジョイできる環境づくりを

～世界を舞台に成長を実感できる場所、ステキなＧＭを育てることをライフワークに～

ホテルは装置産業ではなく
クリエイティブ産業

石原　井上チャンピオンとの出会いは今
年の 6 月、本誌主催のエキスポにて“こ
こが変だよ、ホテル業界”をテーマにご
一緒に登壇したことがきっかけですね。そ
のときは、日本初上陸となった lyfブランド
の福岡天神でチャンピオンとして務めてお
られ、今は 11 月 30日に開業した東京・
銀座エリアのホテルのチャンピオンとともに、
日本の lyfブランド統括支配人を兼務され
ていらっしゃいます。はじめにホテル業界
の道を選ばれた経緯をお聞かせください。
井上　大学時代にカナダ、中国への短
期語学留学をしたことと、神戸のホテルで
配ぜんのアルバイトをしたことに始まります。
特に配ぜんのアルバイトではスカイラウンジ
やバンケットでのサービスをしていたのです
が、同じ空間（ハコ）に違うものが入ると、
まったく異なるものが創り出されることにおも
しろさを感じたのです。ハードではなく音響、
照明、映像、装飾などのさまざまな物と、
人を融合させることで七変化させることがで
きる、ホテルの奥深さに魅力を感じたこと
に始まります。ホテルはハコでななく、まさ
にクリエイティブな産業であり、イベントやコ
ミュニティを通じてムーブメントを起こすこと
ができると感じたのです。
石原　それは素晴らしい気づきです。ハー
ド重視の単なる装置産業ではなく、新た
な何かを起こすきっかけを作り出すための
起点となる可能性を秘めたクリエイティブ
産業であることは、ぜひ、現職者そして

次世代にも理解していただきたいところで
すね。
　ところで 2005 年から12 年間、アジア
のホテルに勤務されるとともに、語学も4
カ国語を操られるなど、世界に通用する
ホテリエを目指していらっしゃいます。語
学はどのようにして習得されたのですか。
井上　英語と中国語は大学在学中、韓
国語は 20 代前半に独学で習得いたしま
した。出身地である兵庫県から出たい！ 
という思いが強く、語学を習得することで
世界を舞台に働いてみたいと思ったこと
にはじまります。海外勤務に対して、心
配性な母親は反対していましたが、何で
もやってみたらいいという父親の支援もあ
り、ある意味、右も左も分からない海外、
そしてホテル業界に飛び込んだのです。
中国では「インターコンチネンタル浦東上
海」や「オークラガーデンホテル上海」
でゲストリレーションズやセールスマネジャー
を務め、韓国ではカジノを持つ釜山の「パ
ラダイスホテル」にてベル、コンシェルジュ
を経験しました。その後、韓国を離れる
こととなり、シンガポールへの移住を決意
したのです。

キャリアだけではなく意欲を評価すること

石原　シンガポールで就職されたホテル
では、どのような人材を募集されていた
のですか。
井上　7 年間過ごしたシンガポールで 2
社に勤務し、前半はグローバルリザベー
ションやロイヤリティプログラムのトレーナー、

23-12-15_22号石原.indd   すべてのページ23-12-15_22号石原.indd   すべてのページ 2023/11/14   11:482023/11/14   11:48


